
横浜市立 阿久和小学校 学校評価報告書 （平成28～30年度）
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確かな学
力

・わくわくチャレンジタイム（習熟度別学習）・あく
わ式漢字検定など個の能力に応じた学習を取り
入れ、児童が見通しをもって主体的に取り組み、
基礎的な学力の向上を目指す。
・家庭や関係機関と連携しながら学校外学習の
拡充を図る。学校司書やＩＣＴを活用し、情報活用
の実践力を育てる学習を実践していく。

あくわ式漢字検定では子どもたちが進んで進
級に向け取り組む様子が見られ、わくわくチャ
レンジタイムでは自分のレベルに合った計算に
取り組めるため意欲的に学習できていた。国際
教室でも国語や算数を中心に基礎的な学力向
上を目指し取り出し指導を行った。次年度は一
人ひとりに辞書を持たせ、すぐに調べられる環
境を整えた。基礎的な学力向上を図る時間の
確保と単元で学ぶ内容を定着させることを考え

確かな学
力

・わくわくチャレンジタイム（習熟度別学習）・あく
わ式漢字検定など個の能力に応じた学習を取り
入れ、児童が見通しをもって主体的に取り組み、
基礎的な学力の向上を目指す。
・家庭や関係機関と連携しながら学校外学習の
拡充を図る。学校司書やＩＣＴを活用し、情報活用
の実践力を育てる学習を実践していく。

・わくわくチャレンジタイムやあくわ式漢字検定
では、能力に応じて子ども達が意欲的に学習
に向き合い、それを積み重ねることで基礎的学
力を伸ばすことができたと感じる。
・タブレットなどのICT機器を活用する機会が増
え、情報活用能力の育成を支える環境が整い
つつある。出前授業の充実は成果であるが、
家庭学習については更に家庭との連携が必要
である。

重点取組
分野

確かな学
力

・基礎的な学力の向上を目指すために「あくわ道
場」として統合し、これまでのわくわくチャレンジタ
イム（習熟度別学習）・あくわ式漢字検定など個
の能力に応じた学習の強化を図る。
・保護者から赤ペンボランティアを募集し、家庭や
関係機関と連携しながら学習の拡充を図る。司
書教諭、学校司書やＩＣＴを活用し、情報活用の実
践力を育てる。

・あくわ道場の習熟度別学習に児童は意欲的に
取り組み着実に成果を上げている。・外部人材の
積極的な活用、また学校司書との連携による情
報活用は、児童にとって学習への意欲化や内容
理解の定着につながったと言える。・学習意欲を
維持向上させるため、あくわ道場で活用する教材
を見直し、それに対応する指導方法を改善してい
く必要がある。ICT機器については、その活用頻
度が高まってきている。

総括

BB

健やかな
体

・安心・安全でおいしい給食を提供し、食育を推
進します。・体育の授業の充実とともに集会活動
や休み時間や放課後遊びを通して健やかな体つ
くりに取り組む。・食育・保健教育を充実させ、委
員会活動や学校保健委員会を通して健やかな身
体つくりを日々意識できるように環境を整える。

安全管理を徹底し、配膳や食事のマナー、片
付けの仕方などを守り、食べ残しゼロを目指し
日々取り組んだ。２年連続で市健康優良学校
の表彰を受けた。給食委員会の食に関する全
校発表も食に興味をもつことにつながった。集
会委員会による縄跳び集会は、ペア活動も意
識した取り組みとなり、休み時間には子ども達
が進んで練習したり上級生が下級生に教えた
りする姿が見られた。

健やかな
体

・安心・安全でおいしい給食を提供し、食育を推
進する。・体育の授業を充実させるとともに集会
活動や休み時間や放課後遊びを通して健やかな
体つくりに取り組む。・食育・保健教育を充実さ
せ、委員会活動や学校保健委員会を通して、健
やかな身体つくりを日々意識できるように環境を
整える。

A

豊かな心

・学校司書やボランティアを活用し、豊かな心を
育てる読書活動を推進する。・道徳の時間の充
実を図り、年1回以上家庭・地域に公開する。・Ｙ
Ｐアセスメントを年２回実施し、児童の実態や変
容を把握したり、社会的スキル横浜プログラムを
月1回以上行ったりして、人間関係づくりを推進す
る。・全校で取り組む音楽活動を通して、情操を
育成する。

学校司書と職員が連携し、積極的に取り組み、
読書活動の充実を図ることができた。ＹＰアセス
メントの実施は計画通りに行えたが、ＹＰアセス
メントの活用については月１回以上の取り組み
は時数として難しく、教科の枠の中で取り組む
体制を整える必要がある。国際教室では日本
語支援担当や母語支援サポーターと連携を図
りながら児童の生活面を把握することに努め
た。

豊かな心

・図書館司書教諭による授業支援、学校司書や
ボランティア、市立図書館と連携を図り、豊かな
心を育てる読書活動を推進する。・道徳の充実を
図り、年1回以上家庭・地域に公開する。・ＹＰアセ
スメントを年２回実施し、児童の実態や変容を把
握する。社会的スキル横浜プログラムを月1回以
上行い、人間関係づくりをする。・全校で取り組む
音楽活動を通して、情操を育成する。

・安全管理の徹底と意図的・計画的な給食指導
により、食育を推進することができた。・体を動
かく時間の確保や全校縄跳び集会などの取組
みで、体力向上を図ることができた。・養護教諭
との連携のもと、常置委員会や学校保健委員
会を通して、歯磨きや目の大切さなどを子ども
達に意識付ることができた。日々の保健活動が
認められ、横浜市健康優秀学校として表彰され
た。

B

・図書館司書教諭からの学習と関連した図書
の紹介や読み聞かせの機会の充実がみられ
た。・YPアセスメントの実施から児童や学級の
実態が把握でき適切な支援につなげることが
できた。一方で社会的スキル横浜プログラムの
月1回以上の実施は達成できなかった。・音楽
朝会やあくわ博での全校合唱など、音楽活動
を通して子ども達の情操育成をはかることがで
きた。

B

A

教育課程
学習指導

・教育活動全体を通して言語活動の充実を図り、
喜んで楽しみながら書ける子を育てることで自信
をもって表現できる子を育成していく。教科・領域
に捉われず「書く力」に焦点を当てた研究授業を
実施し、授業力の向上を目指す。・４～６年生の
算数科において、完全習熟度別学習指導を行
い、学びが継続し、中学校に繋げられるように学
習指導の強化を図る。

・重点研究テーマを「表現するために書く」と具体
的にしたことで、目的意識をもって書こうとする児
童が増えた。一方で書くことにもつながる「語彙
力・読解力」、また話法などの「伝える力」の定着
に不安があり、系統立てた学びのスタンダードを
策定する必要がある。・３年生以上の算数科では
少人数制の習熟度学習を実施した。個々の課題
に寄り添った指導・支援ができ、基礎的学力の向
上につなかった。

教育課程
学習指導

・教育活動全体を通して言語活動の充実を図り、
喜んで楽しみながら書ける子を育てることで「書く
力」を付けていく。教科・領域に捉われず「書く力」
に焦点を当てた研究授業を実施し、授業力の向
上を目指す。・４～６年生の算数科において、習
熟度別学習指導を行い、学びが継続し、中学校
に繋げられるように学習指導の強化を図る。

昨年度の基礎的・基本的な内容の理解を図る
ために環境整備に重点をおいてた研究を受
け、今年度は「書くこと」に重点を置いた授業を
研究を行った結果、授業力の向上を図ることが
できた。研究の結果、書くことに対して抵抗感
がなくなってきている。習熟度別学習の充実を
図ったことで、学習に対する意欲や関心が高ま
り、学習環境整備につなげることができた。

教育課程
学習指導

・教育活動全体を通して言語活動の充実を図り、
喜んで楽しみながら書ける子を育てることで「書く
力」を付けていく。教科・領域に捉われず「書く力」
に焦点を当てた研究授業を実施し、授業力の向
上を目指す。・４～６年生の算数科において、習
熟度別学習指導を行い、学びが継続し、中学校
に繋げられるように学習指導の強化を図る。

AA

いじめへの
対応

・「あくわスタンダード」を基準に、家庭、地域、関
係機関等との連携をさらに深め、教職員が一丸と
なって「いじめをゆるさない」風土をつくり、子ども
一人ひとりに寄り添った指導・支援を行う。規範
意識を高め、共有した指導体制を確立する。・全
職員でいじめ防止、児童指導委員会を事案がな
くても月2回以上実施し、児童理解を深める。全
職員が情報共有し、いじめへの対応、根絶にあた

・「あくわスタンダード」の定着や学校いじめ防
止対策方針の公表などにより、児童の規範意
識や保護者・地域の理解、また連携強化がは
かられいじめをゆるさない風土が構築しつつあ
る。また職員間での情報共有や組織対応など、
校内体制も整ったと思われる。早期対応・未然
防止といったいじめに対する積極的な対応は
評価できる。

児童指導

・「あくわスタンダード」を基準に、家庭、地域、関
係機関等との連携をさらに深め、教職員が一丸と
なって課題解決に向け、子ども一人ひとりに寄り
添った指導・支援を行います。規範意識を高め、
共有した指導体制を確立する。・全職員で児童指
導委員会を運営し、さらに児童理解が深められる
ように時間を確保し、全職員で情報を共有し、児
童指導にあたる。

「あくわスタンダード」が児童、保護者に浸透し、
定着が図れるようになった。「職員を一人にしな
い」をモットーに、関係する職員だけでなく、学
校全体が一丸となって子ども達の課題に取り
組むことができた。関係機関との連携も深ま
り、子ども一人ひとりに寄り添った指導を行うこ
とができた。国際教室懇談会を年３回実施し、
家庭と学校との関係を築きながら児童理解に
あたることができ、保護者に好評だった。

いじめへの
対応

・「あくわスタンダード」を基準に、家庭、地域、関
係機関等との連携をさらに深め、教職員が一丸と
なって「いじめをゆるさない」風土をつくり、子ども
一人ひとりに寄り添った指導・支援を行う。規範
意識を高め、共有した指導体制を確立する。・全
職員で児童指導委員会を運営し、さらに児童理
解が深められるように時間を確保し、全職員で情
報を共有し、いじめへの対応にあたる。

AA

特別支援
教育

・配慮を要する児童の支援を個に応じて、教職員
の専門性や長所を活かしながら、組織的に教育
支援を行う。・関係機関と協力し、支援の方法を
工夫し、家庭と連携しながら実践していく。・５・６
年生の家庭科、１～６年の音楽科、1～６年の図
画工作科は専科による教科指導を行い、複数の
教師が子どもに関わり、情報を交換する中で支
援していく。また、司書教諭の専科配置を行う。

・支援を要する児童に対して、校内組織のみなら
ずSC、SSW、また児相や医療機関との連携のも
と、個に寄り添った支援を提案・実施することがで
きた。また校内研修などを通して、全職員が特別
支援にかかわるノウハウを高めることができた。・
家庭科、図工科、音楽科、また国際担当なども、
担任と同じ目線に立って児童支援・指導をしてき
た。・個別の教育支援計画や指導計画のさらなる
有効活用を検討する必要がある。

特別支援
教育

・配慮を要する児童の支援を個に応じて、教職員
の専門性や長所を活かしながら、組織的に教育
支援を行う。・関係機関と協力し、支援の方法を
工夫し、家庭と連携しながら実践していく。・５・６
年生の家庭科は、専科と担任のティームティーチ
ングで行い、生活に活かせるように指導する。

配慮を要する子について担任だけでなく専
任や養護教諭、管理職、学校カウンセラー
など様々な立場からの教育支援を行い、
子ども達のよりよい成長につなげることが
できた。国際担当や学年サポート教諭に
よってティームティーチングを進んで取り入
れ、個別の支援を充実させることができ
た。

特別支援
教育

・配慮を要する児童の支援を個に応じて、教職員
の専門性や長所を活かしながら、組織的に教育
支援を行う。・関係機関と協力し、支援の方法を
工夫し、家庭と連携しながら実践していく。・５・６
年生の家庭科、１～６年の音楽科、３～６年の図
画工作科は専科による教科指導を行い、複数の
教師が子どもに関わり、情報を交換する中で支
援していく。

AA

ブロック内
相互評価
後の気付

き

ブロックの共通目標『基礎・基本を確実に身に付け、豊かなコミュニケーションをとることができる子
ども』に向けて、どの学校も学習のルールを整え、子ども達が安心して授業に臨める体制を作るなど
授業に工夫が見られた。本校で行われた話し合い活動は小学生であっても中学生であっても活用で
きるものとして有効な提案ができたと思う。さらなる基礎的・基本的な内容を定着させるために小中
の単元のつながりを各小中学校で共有していきたい。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

 ブロック共通目標である「基礎・基本を確実に身に付ける」については、習熟度別の少人数制授業の実施また
あくわ式漢字検定の積み重ねで学力と学習意欲の向上につながった。しかし十分な成果とは言えず今後も継
続した支援の必要性を感じる。またもう一つの共通目標である「豊かなコミュニケーション能力の育成」につい
ては、自信をもって自分を表現できる児童が増えてきた。これは重点研究で取り組んでいる「書く力の育成」”
自信をもって表現できる子の育成”の成果の１つだと思われる。自分に自信をもち、将来に展望を持てるような
子どもの育成のため、さらなる小中連携強化を図りたい。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

　ブロックで選択した重点内容である教科学習・人権教育の充実や教育の場の設定・提供などを、4校で意識
しながら進めることができた。特に人権教育については、一人一人の支援や望ましい集団づくりのためにYPア
セスメントや社会的スキル横浜プログラムの有効活用できたことは大きな成果である。自信をもって表現でき
る子の育成を目指し、「表現するための書く力」やコミュニケーション能力の育成に努めてきたが、成果はでて
いるもののまだ十分とは言えない。9年間で育てる子ども像として掲げた「夢の実現に向かって」が達成される
よう、これまで以上にブロックの連携を強化していく。

・メンターチームは多くの職員が関わるよう組織され
たので、幅広い分野での学びがあった。・ブロック学
年研の運営では、ブロックによる意識の違いが見ら
れ、それが学級経営にも表れたように思う。重点研
究では講師の先生方から授業の枠を超えた幅広い
知識や考え方、そして具体的な児童支援の手立てな
どを示唆していただき大きな学びとなった。「書く力」
の研究を継続することで、児童が自信をもって考え
を表現する場面が増えたが、さらに研究を深めてい
く必要がある。

教職員の
研究研修

・メンターチームを組織し、授業実践や実技研修
等の具体的な活動を月１回程度の割合で行う。・
低・高学年にブロックを分け、担任外の教職員も
参加する学年ブロック研究会を行い、学級経営
の充実を図る。・重点研究として「書く力」を高め
る授業を実践していく。教科・領域を越えた外部
講師を招聘し、授業力の向上を図る。

・メンター研では学級経営、学校行事、教科指導など
幅広い分野について、年間を通して研究することが
でき、初任者をはじめ若手教員を支えることができ
た。・級外も参加しほぼ毎週開催されたブロック研
は、学年間の連携や諸活動の計画的な実施のため
に機能的に運用されていた。・重点研の「書く」ことに
かんする授業改善は一定の成果は見られた。ただ
し、教科・領域が多岐に渡るため、成果と課題を検
証し次につなげる時間の確保が課題である。

教職員の
研究研修

・メンターチームを組織し、授業実践や実技研修
等の具体的な活動を月１回程度の割合で行う。・
低・高学年にブロックを分け、担任外の教職員も
参加する学年ブロック研究会を行い、学級経営
の充実を図る。

メンターチーム内での指導案検討や授業
の見合いを行った。初任研の授業研究の
際は、率先してメンターチームが研究会の
運営を行うなど積極的に機能させる努力を
していた。小規模校なので低・高ブロックの
学年研を実施しているが、内容の広がりが
あまり見られなかった。担任以外の職員も
主体的に関われるように時間の確保をして

教職員の
研究研修

・メンターチームを組織し、授業実践や実技研修
等の具体的な活動を月１回程度の割合で行う。・
低・高学年にブロックを分け、担任外の教職員も
参加する学年ブロック研究会を行い、学級経営
の充実を図る。・重点研究として「書く力」を高め
る授業を実践していく。教科・領域を越えた外部
講師を招聘し、授業力の向上を図る。

人材育成・
組織運営

・経験年数に関係なく、全教職員が分掌責任者に
なることで、PDCAサイクルを実践しながら人材を
育成していく。・教務主任、主幹教諭を校務分掌
のリーダーとした、組織の効率的な運営を図り、
教職員間の情報交換や意見交換が活発に行わ
れるようにする。

職員の数が少ないため、全教職員が校務分掌
のリーダーとなることで、経験を通して人材育
成を行った。リーダーとして分掌を割り振った
り、検討したりすることが経験不足からできず、
一人で仕事を抱えてしまったり、お互いの仕事
が見えにくかったりすることがあった。担任以外
の職員が積極的に学級経営に関わることで、
連携・協力しながら授業を練り上げ、分かりや
すい授業を行うことができた。

人材育成・
組織運営

・経験年数に関係なく、全教職員が分掌責任者に
なることで、PDCAサイクルを実践しながら人材を
育成していく。・教務主任、主幹教諭を校務分掌
のリーダーとした、組織の効率的な運営を図り、
教職員間の情報交換や意見交換が活発に行わ
れるようにする。

・低学年、高学年にブロックを分け、担任外の教職
員も参加する学年ブロック研究会を実施した。時間
の確保が課題となった。単級担任の負担を軽減させ
るためさらに充実を図れるようにしたい。
・教科に捉われず「書く力」に焦点を当てた授業公開
を行い、専門性の異なる講師を招き授業力の向上を
図ることができた。次年度も継続していく。
・不祥事の防止、体罰の根絶について研修内容を工
夫し、指導の徹底を図ることができた。

人材育成・
組織運営

・経験年数に関係なく、全教職員が分掌責任者に
なることで、PDCAサイクルを実践しながら人材を
育成していく。・教務主任、主幹教諭を校務分掌
のリーダーとした、組織の効率的な運営を図り、
教職員間の情報交換や意見交換が活発に行わ
れるようにする。主幹教諭、ミドルリーダーの研修
会を定期的に実施する。

・全職員が校務を分担し、あるいはいくつも抱えな
がらも、チーム力で組織的な運営を図ることがで
きた。・ベテランが若手を支え、また教務や主幹が
全体を支えながらの組織運営であったが、活発な
情報交換をしてもなお見えない部分が一部あり、
さらなる組織力向上と機能の充実をはかる必要
がある。・ミドルリーダーや主幹教諭の研修は不
定期開催になったため、計画的で充実したものに
する必要がある。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

○重点研究会の充実を図り、研究や研修を教師が主体的に進め、教師力の向上が図れるように時
間を確保し、内容に応じた講師を招致する。○主幹教諭のリーダーシップの発揮とミドルリーダーの
育成をし、小規模校として組織に活かせるように、改善していく。〇各々の特技を活かした人材育成
が図れるように、職員をよく見つめ、目標を明確にし、共有しながら学校づくりを進めていく必要があ
る。○学力の向上は急務であり、基礎的・基本的な内容の理解、定着を図るため授業の工夫、改善
を行い、子どもたちに自己有用感や自己肯定感がもてるようにし、自信をもって行動できるように職
員一丸となって取り組んでいく。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

○配慮を要する児童の支援を教職員の専門性や長所を見出し、活かすことで組織的な教育支援を
継続して行っていく。関係機関と協力し、よりよい支援の方法を考えるために適宜ケース会議を開い
たり、ＳＳＷの活用やカンファレンスを実施したりし、家庭と連携しながら改善に努めていく。○６年間
学びが継続し、中学校に繋げられるように「あくわ型学びのスタンダード」を見直し、実践していく。○
習熟度別の学習指導をさらに充実させ、個に応じた指導を行っていく。○「書く力」を切り口とし、自
信をもって表現できるように教育活動全体を通して育てていく。○主幹教諭のリーダーシップの発揮
とミドルリーダーの育成をし、小規模校として組織に活かせるように、改善していく。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

〇小規模校ならではの個に応じたきめ細かい指導・支援を行ってきた。子どもの家庭環境にも配慮
しながら、各機関と連携を図りながら健やかな成長を支えている。学習面においては、少人数による
指導を進めてきたが、基礎基本の定着がなかなか難しく結果として見えてこない。引き続き指導の
工夫を図っていきたい。生活面では、定刻に登校できない子も複数いて、家庭への協力を呼び掛け
ている。〇幼保小連携、小中連携は、年間を通して行っており、顔の見える関係を築いている。〇職
員集団も少ない人数ではあるが、一人ひとりが複数の役割を受け持ちながらも、その責任を果たし
ている。

学校関係者
評価

学校全体がとても落ち着いて、安心して学習に取り組んでいる。特に高学年ではただノートをとるだ
けではなく工夫したノートが書けるようになっており、本校の重点研究となっている「書く力の育成」の
効果が感じられた。ＰＴＡ活動を安心して推進することができ、本年度は子ども達の活動や学習に役
立つものに貢献することができ、やりがいを感じることができた。授業の様子を見ていると、自分の
考えを表現する力や多様な考えをもつ力に優れているように思うが、学習状況調査の結果にはなか
なか現れていない現状があるので、引き続き学力向上に努めてほしい。地域や中学校、高校との交
流事業も深まっているので、よりよい関係を今後も構築してほしい。

学校関係者
評価

　一人ひとりの児童に多くの職員が関わる姿が見られ、手厚く大切に子どもを育てていることがうかがえる。子
どもと職員の距離感の近さが印象的であり、児童数は少ないが阿久和小ならではの学校経営が生かされてい
る。校内で阿久和小のよさを子ども達にもっと伝えていってもよいのではないか。学習状況調査の結果を見る
と、市平均には及ばない状況がある。ただし、今年度重点研究課題として推進してきた「書く」ことや、話を聞け
る子どもの育成を経て、子ども達が意欲的に授業に参加したり、自信をもって表現したりする場面が増えてき
た。習熟度別学習など、子どもの実態や課題に寄り添いながらの学習支援は今後も続けてほしい。PTAはもち
ろん、地域との交流やよりよい関係構築の成果が見られているので、これからも開かれた学校であるようにし
てほしい。

学校関係者
評価

少人数ならではの家庭的な温かさを学校全体に感じる。子どもと職員が非常に近い距離感の中でかかわって
おり、その中で見える子どもの課題、またそのための支援が行われていることが伝わってくる。何よりも子ども
達が楽しそうに学校生活を送っている姿が見られとてもよいことだと感じる。子ども同士の教え合い・伝え合
い、一人一人の自由で豊かな発想を受けとめることのできる土壌を今後も残してほしい。中学との連携が深ま
るなか、学習においては国語の基礎的・基本的な力に加え、読解力や表現力にも力を入れていくとよいと感じ
る。不登校や登校しぶりといった社会的問題とも言える状況があるなか、これからも一人一人の子どもにとっ
て居場所があり、安心で安全な学校であり続けてほしい。

B

B

B

・配慮を要する児童に対し、複数の職員が子ど
もを見取ることができたことは、個々に応じた生
活支援・学習支援の手立てを検討するうえで
も、実施するうえでもとても有効であった。児相
や区役所、またはSSWなどの関係機関と連携
し、子どもの課題や可能性に気付けたことも特
別支援教育の充実につながったと感じる。組織
的な対応を実施したことで、養護教諭や専任の
専門性を児童支援に役立てることができた。

・「あくわスタンダード」を学校と家庭で共有する
ことで、子どもの規範意識が高まってきている。
迅速な対応を心掛け、管理職、専任、養護教
諭、また関係機関と連携しながら支援・指導を
行うことができた。月１度の全職員参加型いじ
め防止委員会、またいじめ事案発生毎に開か
れるいじめ防止委員会を確実に運営することで
組織的な対応ができた。いじめ撲滅キャンペー
ンを有効的に運営できたことは、今後のいじめ

今年度の研究課題であった「書く」ことを中心に
授業改善や学習支援の改善に取り組んだ結
果、子どもが自信をもって自分の考えを伝えた
り意欲的にノートを書いたりする子どもが増え
てきた。・習熟度別に少人数体制で実施した算
数の授業では、一人一人にあった学習課題に
真剣に向き合う子どもの姿が見られた。学力の
定着にはまた改善の余地があるが、学習意欲
が大幅に向上したことは大きな成果である。

健やかな
体

・安心・安全でおいしい給食を提供し、食育を推
進する。食育の授業を公開し、授業力の向上を
図る。・体育の授業を充実させるとともに集会活
動や休み時間や放課後遊びを通して健やかな体
つくりに取り組む。・食育・保健教育など日常の教
育活動を充実させ、委員会活動や学校保健委員
会を通して、健やかな身体つくりを日々意識でき
るように環境を整える。

豊かな心

・図書館司書教諭を専科配置し、授業支援、学校
司書やボランティア、市立図書館と連携を図り、
豊かな心を育てる読書活動を推進する。・道徳の
充実を図り、年1回以上家庭・地域に公開する。・
ＹＰアセスメントを年２回実施し、児童の実態や変
容を把握する。・全校で取り組む音楽活動や特別
活動を通して、人間関係づくりや情操を育成す
る。

・さまざまな教科・領域で学校司書との連携が
見られ、児童の豊かな読書活動や情報活用の
支えとなった。たてわりでの諸活動は人間づく
りや情操育成に大きく貢献した。・年間計画に
基づき実施した道徳科の授業を経て、道徳的
な価値の高まりにつなげることができた。・YPア
セスメントの活用では児童の実態把握に留まら
ず集団づくりや個々への支援に役立てることが
できた。

B

A

A

B

A

A

B

B

・日頃の給食指導、健康委員会からの情報発信、
また食育の授業公開などで、食育の充実をはか
ることができた。・通常の体育に加え、全校大縄
大会などの集会活動も児童の体力向上につな
がった。・保護者と連携して年２回開催した学校保
健員会は、歯科検診の結果や栄養バランスを意
識する児童の姿からもその成果が確認できる。・
体力向上については、持続可能な取組を年間計
画に位置付ける必要がある。


